
長崎高教組 2015 青年部学習交流集会 ・ 北松支部教研

心をつなげるために、身体性を意識しよう

集まれば元気、語りあえば勇気

、

、

青
年
部
学
習
交
流
集
会
が

月

日
の
文
化
の
日
に

11

3

平
戸
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
学
習
交
流
集
会
は
、
昨
年
度
の
中
国
四
国
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
青
年
教
職
員
学
習
交
流
集
会
に
参
加
し
た
北
松

支
部
の
青
年
教
職
員
が
、
講
演
を
聴
き
感
動
し
、
交
流
会

で
講
師
の
先
生
と
話
し
を
し
て
、
長
崎
の
先
生
方
と
そ
の

感
動
を
共
有
し
た
い
と
考
え
、
企
画
し
、
北
松
支
部
の
支

部
教
研
に
相
乗
り
す
る
形
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
講
演
、
学
習
会
、
夜
の
交
流
会
と
い
う
日

程
で
、
次
の
日
は
平
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
全
県
下
か

ら
の
参
加
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
。
北
松
支

部

人
、
支
部
外

人
の
計

人
が
参
加
し
、
そ
の
う
ち
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北
松
支
部

人
、
支
部
外

人
の
計

人
の
青
年
教
職
員

4
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が
集
ま
り
ま
し
た
。

「
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
教
育
論
～
教
師
と
し
て
あ
る

べ
き
体
と
心
に
つ
い
て
～
」
の
演
題
で
、
岩
国
短
期
大
学

幼
児
教
育
科
教
授
の
山
縣
明
人
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

山
縣
さ
ん
は
、
日
ご
ろ
全
人
教
育
の
立
場
で
幼
児
教
育

、

、

者
の
養
成
に
専
念
さ
れ
て
お
り

さ
ま
ざ
ま
な
小
物
や
歌

、

、

コ
ン
ト
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
駆
使
し
て

楽
し
く

心
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
講
演
を
展
開
し
て
く
れ
ま
し
た
。
壇
上

か
ら
の
講
演
で
な
く
、
参
加
者
と
同
じ
フ
ロ
ア
で
、
参
加

者
の
一
人
ひ
と
り
に
声
を
か
け
な
が
ら
、
参
加
者
も
一
緒

に
な
っ
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ロ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

Ｃ
Ｃ
Ｒ
（
ク
リ
ー
デ
ン
ス
・
ク
リ

ア
ウ
ォ
ー
タ
ー
・
リ
バ
イ
バ
ル
）

が
カ
バ
ー
し
た
黒
人
労
働
歌
の

「
綿
つ
み
の
歌
（
コ
ッ
ト
ン
・
フ

）
」

、

ィ
ー
ル
ズ

を
う
た
い
な
が
ら

手
拍
子
で
リ
ズ
ム
を
取
ら
せ
、
四

本
指
、
三
本
指
、
二
本
指
、
一
本

指
で
の
手
拍
子
に
誘
導
し
、
参
加

者
の
気
持
ち
を
集
中
さ
せ
て
い
く

ア
イ
ス
ブ
レ
ー
ク
で
講
演
は
始
ま
り
ま
し
た
。
一
体
感
が

高
ま
り
ま
す
。

次
に
、
パ
ッ
チ
ア
ダ
ム
ス
の
よ
う
な
赤
い
鼻
を
つ
け
て

の
壁
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
。
幼
児
ほ
ど
に
は
素
直
に
感
動
し

な
か
っ
た
け
ど
、
期
待
感
が
高
ま
り
ま
し
た
。

、

ふ
た
つ
の
ベ
ル
を
打
ち
鳴
ら
す
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は

ふ
た
つ
と
も
握
り
し
め
た
ベ
ル
の
音
色
、
片
方
は
握
り
片

方
は
解
放
し
た
ベ
ル
の
音
色
、
ふ
た
つ
と
も
解
放
し
た
ベ

ル
の
音
色
で
、
心
を
閉
ざ
す
、
心
を
開
く
こ
と
に
よ
る
違

い
を
実
感
し
ま
し
た
。
ベ
ル
は
、
互
い
が
解
放
さ
れ
た
き

れ
い
な
心
で
響
き
あ
え
ば
美
し
い
音
色
に
な
り
ま
す
が
、

一
方
が
心
を
閉
ざ
す
と
音
色
が
変
わ
り
、
両
者
が
心
を
閉

ざ
す
と
た
だ
カ
チ
カ
チ
と
い
う
音
に
な
り
ま
し
た
。
出
会

い
は
肝
腎
で
す
。
心
を
閉
ざ
し
相
手
に
向
か
う
の
か
、
心

。

。

を
開
き
相
手
に
向
か
う
の
か

わ
か
り
き
っ
た
こ
と
で
す

、

。

し
か
し
そ
う
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

、「

」

。

、

山
縣
さ
ん
は

素
直
に
な
ろ
う

と
い
い
ま
す

し
か
し

「
素
直
」
と
は
何
か

「
素
直
と
は
、
心
と
体
が
相
手
が
大

。

事
に
思
う
も
の
に
ま
っ
す
ぐ
つ
な
が
っ
て
い
る
状
態
」
だ

と

「
素
直
」
の
字
を
、
絵
解
き
し
て
、
説
明
し
ま
し
た
。

、
「
主(

あ
い
て)

」
が
大
事
に
思
う
も
の
に
「
糸
」
で
「
直

（

）
」

、

ま
っ
す
ぐ

に
つ
な
が
れ
ば

相
手
は
自
然
に
心
を
開
く
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
大
切
な
も
の
は
、
見
え
に
く

く
、
聞
き
に
く
い
」
も
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ

見
る
こ
と

聞

、「

」、「

く
こ
と
」
が
大
切
で

「
イ
メ
ー

、

ジ
し
な
が
ら
見
る
こ
と

「
話
を

」
、

聞
く
時
は
目
で
見
る
こ
と

、
ど

」

の
位
置
で
見
る
か
、
ど
の
位
置
で

聞
く
か
、
ど
の
位
置
に
立
つ
か
な

ど
の
「
身
体
性
」
も
大
切
に
な
り

ま
す

子
ど
も
の
心
に
迫
る
に
は

見
る

聞
く

身

。

、「

」
、「

」
、「

体
性
（
身
体
技
法

」
を
学
び
、
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
い

）

に
役
に
立
つ
と
感
じ
ま
し
た

「
教
師
は
、
五
者
（
学
者
、

。

役
者

易
者

芸
者

医
者

た
れ

と
い
う
教
え
の

役

、

、

、

）

」

、「

者
」
と
し
て
人
を
引
き
つ
け
る
力
を
も
と
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

講
演
の
最
後
は
、
Ａ
Ｉ
さ
ん
の
歌
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
の

熱
唱
で
し
た
。
と
て
も
心
地
い
い
、
心
に
直
接
し
み
入
っ

て
く
る
よ
う
な
、
心
揺
さ
ぶ
る
歌
声
で
し
た
。

猶
興
館
分
会
の
藤
松
先
生
の
「
ク
ラ
ス
運
営
に
つ
い
て

～
自
ら
の
実
践
～
」
の
リ
ポ
ー
ト
報
告
を
も
と
に
、
山
縣

さ
ん
も
交
え
、
予
定
時
間
を

分
超
え
て
、
意
見
交
換
を

30

行
い
ま
し
た
。
行
事
の
と
り
く
み
を
大
切
に
し
、
生
徒
の

、

、

成
長
を
う
な
が
す
ク
ラ
ス
運
営
に

賛
同
の
声
と
同
時
に

先
輩
教
師
か
ら
の
経
験
を
交
え
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
、
さ
ら
に
は
山
縣

さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
考
査
前

の
土
曜
日
の
ク
ラ
ス
で
の
学
習
会

や
学
校
全
体
で
の
考
査
前
の
放
課

後
の
学
習
会
な
ど
に
つ
い
て
は
、

自
主
的
な
学
習
へ
の
移
行
や
真
の

学
習
に
つ
い
て
の
教
員
全
体
で
の

、「

」

話
し
合
い
の
必
要
性

生
徒
の
た
め
に

と
い
う
お
題
目
に
つ
い
て
の
教
員
だ
け
で

な
く
保
護
者
や
地
域
を
巻
き
込
ん
で
の
考

察
の
必
要
性
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。交

流
会
が
会
場
を
変
え
て
お
こ
な
わ

れ
、
山
縣
さ
ん
よ
り
差
し
入
れ
さ
れ
た
大

吟
醸
「
松
陰
」
や
高
教
組
の
大
先
輩
長
嶋

先
生
、
森
先
生
か
ら
の
差
し
入
れ
地
元
平

戸
の
麦
焼
酎
「
カ
ピ
タ
ン
」
な
ど
を
楽
し

み
、
話
し
が
は
ず
み
ま
し
た
。

青
年
教
職
員
は
、
山
縣
さ
ん
の
講
演
で

生
徒
に
接
す
る
と
き
の
具
体
的
な
方
法
や

そ
の
準
備
、
生
徒
観
に
つ
い
て
大
き
な
示

唆
を
も
ら
っ
た
と
か
、
生
徒
の
心
に
ま
っ

す
ぐ
に
向
き
合
う
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
も
ら

。

、

っ
た
と
い
う
感
想
を
述
べ
ま
し
た

ま
た

交
流
会
で
若
い
人
同
士
で
話
し
、
同
じ
悩

み
や
つ
ま
ず
き
を
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
安
心
し
た
り
、
が
ん
ば
ら
ね
ば
と
感

じ
た
り
し
ま
し
た
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し

た
。
教
科
や
年
齢
を
超
え
て
、
じ
っ
く
り

話
す
時
間
が
あ
り
、
参
加
す
る
の
に
少
し

き
つ
い
か
な
と
思
っ
て
い
た
が
、
あ
い
さ

つ
に
あ
っ
た
「
集
ま
れ
ば
元
気
、
語
り
合

え
ば
勇
気
」
の
言
葉
の
と
お
り
、
元
気
と

勇
気
を
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
よ
う
な
会
が
あ
れ
ば
是
非
参
加
し
た

い
と
い
う
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

青
年
部
と
し
て
は
、
今
後
、
青
年
教
職

員
の
「
し
ゃ
べ
り
場
」
の
よ
う
な
、
多
く

の
青
年
教
職
員
の
思
い
を
交
流
す
る
会
を

提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「戦争法」を廃止に追い込もう
日
本
国
憲
法
公
布
か
ら

年
目
の

69

月
３
日
、
長
崎
市
の
鉄
橋
で
、
憲

11

、

法
改
悪
阻
止
長
崎
県
共
同
セ
ン
タ
ー

戦
争
へ
の
道
を
許
さ
な
い
！
な
が
さ

き
１
０
０
１
人
委
員
会
、
Ｎ

Ｄ
Ｏ

－

Ｖ
Ｅ
の
三
者
の
共
催
で｢

戦
争
法
廃

止
！
安
倍
政
権
退
陣
！
な
が
さ
き｣

集

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
で

は
、
民
主

・
社
民
・

共
産
の
各

党
代
表
の

連
帯
の
挨

拶
に
続
い

て
、
憲
法

学
者
、
Ｎ

Ｄ
Ｏ
Ｖ

－

Ｅ
の
メ
ン
バ
ー
、｢

女
の
平
和｣

の
実

行
委
員
な
ど
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
戦
争
法
廃
止
を
求、

め
る
と
り
く
み
を
続
け
て
い
く
こ
と

立
憲
主
義
を
破
壊
す
る
安
倍
政
権
の

退
陣
を
め
ざ
す
こ
と
、
参
院
選
で
戦

争
法
案
に
賛
成
し
た
議
員
を
落
選
さ

せ
る
と
り
く
み
を
す
す
め
る
こ
と
な

ど
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
挨
拶

や
ト
ー
ク
の
合
間
に
は
、
Ｎ

Ｄ
Ａ

－

Ｖ
Ｅ
の
若
者
の
リ
ー
ド
で｢

戦
争
し
た

が
る
総
理
は
要
ら
な
い
！｣

「
憲
法
無

視
す
る
政
治
家
要
ら
な
い
！

「
野

」

党
は
共
闘
！
」
な
ど
ラ
ッ
プ
調
の
コ

ー
ル
で
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
高
齢
者
か
ら
幼
い
子

ど
も
を
連
れ
た
家
族
連
れ
ま
で
、
幅

広
い
年
齢
層
か
ら

人
が
参
加
し
、

600

高
教
組
か
ら
も
県
下
各
地
か
ら

人
12

が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
後
は
、

浜
町
ア
ー
ケ
ー

ド
か
ら
中
央
公

園
ま
で
パ
レ
ー

ド
を
行
い
、
参

加
者
は
、
思
い

思
い
の
プ
ラ
カ

ー

ド

や

横

断

幕
、
の
ぼ
り
等
を
掲
げ
、｢

戦
争
反

対
！｣

「
憲
法
守
れ
！

「
賛
成
議
員

」

を
落
選
さ
せ
よ
う
！
」
等
と
コ
ー
ル

し
な
が
ら
、
沿
道
の
市
民
に
賛
同
を

よ
び
か
け
ま
し
た
。

集
会
と

パ
レ
ー
ド

を
主
催
し、

た
三
者
は

月

日

12

19

(

土)

に
も

同
様
の
と

り
く
み
を

予
定
し
て

い
ま
す
。
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高校生の政治活動に関する文科省の新通知について全教が談話を発表

文科省は 月 日、高校生の政治活動を禁止したいわゆる「 通達」10 29 69
を廃止し、新たに「高等学校における政治的教養の教育と高等学校等の生徒
による政治的活動等について（通知 （以下、新｢通知｣)を発出しました。）」
これに対して全教は翌30日、小畑書記長名で談話を発表しました。談話で

69は、高校生の政治的活動を認めることを求めてきた立場から、｢今回 『、
通達』を廃止するとしたことは、当然のこと｣とした上で、新｢通知｣につい
ての４つの問題点(別掲)を指摘し 「今回の『通知』の撤回と、憲法と子ど、
もの権利条約にもとづき、子どもたちの政治的教養を育む教育を保障し、高
校生の有権者としての権利を保障する施策の充実を強く求める｣と結んでい
ます。
長崎高教組は11月21日に開催する教研集会で、宮下与兵衛さん(首都大学

東京特任教授)を講師に招いて｢18歳選挙権と主権者教育｣をテーマにした記
念講演を予定しています。高校生の政治活動や教職員の指導のあり方ともか
かわるテーマですので、大切な学習の場となることが期待されています。

新「通知」の問題点（全教書記長談話より抜粋）

① 生徒の政治的活動等について、学校長は「必要かつ合理的な範囲内で、在学

」 、「 、する生徒を規律する包括的権能を有する として 生徒による政治的活動等は

無制限に認められるものではなく、必要かつ合理的な範囲内で制約を受ける」

としています 「必要かつ合理的な範囲」を定める権限は学校長にあることにな。

ります。このことは、生徒の基本的人権よりも学校長の権限を優位に置くこと

にほかならず 「侵すことのできない永久の権利」としている憲法に反するもの、

です。

② 「生徒が政治的活動等に熱中するあまり、学業や生活などに支障があると認

められる場合」などをあげて、学校は「禁止」も含めて「適切に指導を行う」

としています 「支障がある」かどうかを判断するのは学校となっており、高校。

生の人権が不当に制約されかねないものとなっています。

、 、 「 」③ さらに 高校生の政治的活動等について 学校の権限外である 学校の校外

や家庭にまで言及し、制約しようとしていることも重大です。高校生の人格を

その生活場面すべてにおいて管理・統制することにつながるものです。

④ 「通知」は指導上の留意事項として 「教員は個人的な主義主張を述べること、

は避け」としています。また 「教員は、…その言動が生徒の人格形成に与える、

影響が極めて大きいことに留意し、学校の内外を問わずその地位を利用して特

定の政治的立場に立って生徒に接することのないよう、また不用意に地位を利

用した結果とならないようにすること」としています。

法で禁じられている「地位利用」は、公務員が職務権限を行使して考えを押

しつけたり、政党支持を強要するなどの極めて限定的な行為で、教職員が生徒

とのかかわりの中で個人的見解を述べることまで禁じているわけではありませ

ん。にもかかわらず 「地位利用」の概念を無限定に広げて政治教育に適用する、

ことはあってはならないことです。子どもたちが、真に政治的教養を育むため

には、学問の自由、表現の自由、思想・良心の自由などが全面的に保障された

環境が必要です。また、教育の条理にもとづき教職員の教育活動上の自由が保

障されるべきことはいうまでもありません。

校
種
を
超
え
て
、
九
州
・
沖
縄
・
山
口
が
学
び
あ
う

月

日
～

月

日
、
鹿
児
島
市
で
九
州
、
沖
縄
の
教
組
共
闘
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

10

31

11

1

の
教
職
員
学
習
交
流
集
会
と
山
口
、
佐
賀
、
長
崎
の
三
県
高
校
研
究
集
会
が
合
同
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九
州
、
沖
縄
、
山
口
か
ら
小
・
中
・
高
・
特
支
と
校
種
を
超

え
て

人
が
参
加
し
、
長
崎
か
ら
は
高
教
組
の

人
と
長
崎
教
職
員
の
会
の

人
が

58

3

1

参
加
し
ま
し
た
。

全
日
本
教

職

員

組

合

（
全
教
）
書

記
長
で
教
組

共
闘
連
絡
会

の
幹
事
で
あ

る
小
畑
雅
子

さ
ん
が

子

、「

ど
も
と
教
育

に
夢
と
未
来

を
～
仲
間
を

増
や
し
て
未

来
を
拓
こ
う

～
」
を
演
題
と
し
て
記
念
講
演
を
行
い
ま

し
た
。
講
演
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

「
未
来
」
を
切
り
開
く
た
め
に
情
勢
を
つ

か
も
う
！

、

第

次
大
戦
の
反
省
の
上
に
立
ち

2

教
職
員
組
合
は
「
教
え
子
を
再
び
戦

場
に
送
る
な
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と

し
て
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
平
和
憲
法
を
な
い

が
し
ろ
に
し
、
日
本
を
戦
争
で
き
る

国
に
す
る
「
安
保
法
（
戦
争
法

」
の

）

成
立
は
、
戦
後

年
間
守
り
続
け
、

70

国
際
社
会
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て

い
た
平
和
を
希
求
す
る
国
日
本
を
投

げ
捨
て
る
も
の
で
す
。

国
会
審
議
を
通
じ
て
、

①
法
案
策
定
ま
で
の
手
続
き
が
立

憲
主
義
、
国
民
主
権
、
議
会
制

民
主
主
義
に
反
し
て
い
る

②
法
案
そ
の
も
の
が
憲
法
違
反

③
立
法
事
実
が
な
く
な
っ
た
ぼ
ろ

ぼ
ろ
の
法
案

な
ど

「
安
保
法
案(

戦
争
法
案)

」
の

、
、

、

危
険
性

違
憲
性
が
明
ら
か
に
な
り

全
国
津
々
浦
々
か
ら
「
戦
争
法
案
」

反
対

「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
許
す

、

な
、
憲
法

条
を
守
ろ
う
の
声
が
高

9

ま
り
ま
し
た
。

全
教
・
教
組
共
闘
連
絡
会
は

「
安

、

（

）
」

、

保
法
案

戦
争
法
案

廃
案
の
た
め

「
全
国
教
職
員
投
票
～
わ
た
し
の
意

思
表
示
」
の
と
り
く
み
や
「
戦
争
さ

せ
な
い
！

「
９
条
守
れ
！
」
の
総
が

」

か
り
行
動
実
行
委
員
会
の
活
動
に
全

力
で
と
り
く
み
ま
し
た

安
保
法

戦

。「

（

）」

、

、

争
法

が
成
立
し
た
今

立
憲
主
義

民
主
主
義
、
平
和
主
義
を
守
る
た
め

に
「
安
保
法
（
戦
争
法

」
を
廃
止
さ

）

せ
る
た
た
か
い
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た

憲
法
改
正
と
い
う
名
の

憲

、

「

法
改
悪
」
と
一
体
と
な
っ
て
す
す
め

ら
れ
る
安
倍
「
教
育
再
生
」
の
本
質

は
、
国
や
財
界
に
都
合
の
い
い
人
材

を
育
成
す
る
た
め
に

「
道
徳
の
教
科

、

化
」
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

内
心
ま
で
縛
ろ
う
と
す
る
な
ど
教
育

内
容
へ
の
介
入
は
強
め
る
一
方
で
、

教
育
予
算
を
削
減
し
、
国
が
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
教
育
条
件
整
備
の
責。

務
は
投
げ
捨
て
る
こ
と
に
あ
り
ま
す

仲
間
を
増
や
し
て
「
未
来
」
を
拓
こ
う
！

全
教
「
組
織
建
設

か
年
計
画
」

3

の
意
義
は
、

①
教
育
の
希
望
を
広
げ
、
子
ど
も

と
教
育
を
守
る

希
望
を
広
げ

－

る
「

か
年
計
画
」

3

②
憲
法
を
守
り
、
い
か
す
と
り
く

み
を
す
べ
て
の
職
場
か
ら

平

－

和
を
守
る
「

か
年
計
画
」

3

③
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
り
、

教
職
員
を
大
切
に
す
る
学
校
を

願
い
を
広
げ
る
「

か
年
計

－

3

画
」

④
民
主
教
育
も
、
組
合
活
動
も
次

世
代
に
し
っ
か
り
バ
ト
ン
リ
レ

ー

組
合
を
強
く
、
大
き
く
す

－る
「

か
年
計
画
」

3

で
す

「
減
ら
さ
ず
増
や
す

「
組
織

。

」

の
１
割
拡
大
」

「
す
べ
て
の
職
場
に
分

会
の
確
立
」
を
追
求
で
き
る
状
況
を
つ
く

り
、
青
年
部
を
再
建
し
、
活
性
化
さ
せ
、

年
間
の
と
り
く
み
を
通
じ
て
、
前
年
度

3末
の
現
勢
を
確
実
に
回
復
し
ま
す
。
そ
し

て

「
子
ど
も
と
教
育
に
夢
と
未
来
を
～

、
仲
間
を
増
や
し
て
未
来
を
拓
こ
う
」
を
合

い
言
葉
に
、
知
恵
を
出
し
あ
い
、
と
り
く

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

講
演
に
引
き
続
い
て
、
沖
縄
県
教
組
那
覇

支
部
か
ら
、
辺

野
古
基
地
の
情

勢
と
那
覇
支
部

の
と
り
く
み
、

そ
し
て
沖
縄
問

題
へ
の
理
解
、

支
援
の
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
4

つ
の
分
科
会

に

分

か

れ

て
、
リ
ポ
ー

ト
の
報
告
と

討
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

高
教
組
か
ら

は
第

分
科

1

会
の
不
登
校

の
リ
ポ
ー
ト

と
特
別
支
援

教
育
関
係
の

資
料
、
第
3

分
科
会
に
主

権
者
教
育
と

平
和
教
育
に

本
の
リ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
ま
し

2

た
。
分
科
会
の
参
加
者
か
ら
は
、
長
崎
の
特
別

支
援
教
育
や
特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
に

対
す
る
と
り
く
み
に
つ
い
て
高
い
評
価
の
声
が

あ

り

ま

し

た
。ま

た
、
学

級
通
信
や
教

科
通
信
に
よ

る
主
権
者
教

育
の
と
り
く

み

や
積
み

重
ね
ら
れ
て
き
た
平
和
教
育
に
つ
い
て
高
い
評

価
を
得
ま
し
た
。

同
時
に
、
他
県
の

様
々
な
と
り
く
み

を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
て
、
お
お
い
に

勉
強
に
な
っ
た
と

い
う
参
加
者
の
感

想
が
届
き
ま
し

た
。
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